
日本文学（近代文学）講義
第六回　

視点と語り手

1

先週のまとめ　 
　ロシアフォルマリズム＝構造主義
物語やキャラクターや設定には「型」がある。 

型には、パターンがある。 

逆に言うと型の数は多くない。 

意匠は数限りなくあるが、意匠は物語を強く規定する 

物語と意匠の間には相互関係が深い！ 

構造は、全体を構築している要素と、要素同士の関係を考えるやり方である。 

構造は、他の物語からも抽出出来る＝独自性という構造はない

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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各国で反作家論が生まれる

従来の作家論

イギリス 
新批評（ニュー・クリティック）

ドイツ 
読者論（受容理論） 
ヤウス・イーザー　など

日本 
作品論（三好行雄　など）フランス 

テクスト論（Ｒ・バルト　など）

ロシア　話形論・構造主義 
（Ｒ・ストロース　Ｒ・ヤコブソン　など）

フランス 
ナラトロジー（ジュネット　など）

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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ナラトロジー
ナラトロジー＝物語論 

物語を客観的に解析するアプローチ法の総称 

①、「語り手」 

　　「語り手」と「作者」 

　　「語り手」の設定（誰・性別・どこから・いつから・どの様に）　 

　　　視点操作・（内的・外的）焦点化　　 

②、時間操作 

　　　ストーリーとプロット 

　　　長さ・順序・回数 

③、伏線操作、テマティズム、イメージ操作 

　　　　　　　　　　　（ただし、これらはナラトロジーではない）

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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ナラトロジーで文学を
読んでみる
テクスト　芥川龍之介　『羅生門』 

　　目的　　①　設定（世界観）をどうやって用意 

　　　　　　　　しているのだろうか 

　　　　　　②　視点について学ぶ 

　　　　　　③　伏線やテマティズムの効果を学ぶ 

　　　　　　　
Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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１／４　

○○月○○日（○○曜）○○コマ目　○○○



視点の移動（方向、遠景、拡大）

　ある日の暮方の事である。一人の下
人が、羅生門の下で雨やみを待ってい
た。 
　広い門の下には、この男のほかに誰
もいない。ただ、所々丹塗の剥げた、
大きな円柱に、蟋蟀が一匹とまってい
る。羅生門が、朱雀大路にある以上
は、この男のほかにも、雨やみをする
市女笠や揉烏帽子が、もう二三人はあ
りそうなものである。それが、この男
のほかには誰もいない。 

一瞬、画面が 
虫の拡大に

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/

6

視点の移動（方向、可視、不可視）

　その代りまた鴉がどこから
か、たくさん集って来た。昼
間見ると、その鴉が何羽とな
く輪を描いて、高い鴟尾のま
わりを啼きながら、飛びまわっ
ている。ことに門の上の空
が、夕焼けであかくなる時に
は、それが胡麻をまいたよう
にはっきり見えた。鴉は、勿
論、門の上にある死人の肉を、
啄みに来るのである。 

現実＝雨のはず… 

描写＝夕焼け（晴） 
架空の描写

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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どう見えるのか？
　雨は、羅生門をつつんで、遠
くから、ざあっと云う音をあつ
めて来る。夕闇は次第に空を低
くして、見上げると、門の屋根
が、斜につき出した甍の先に、
重たくうす暗い雲を支えてい
る。 

視点　＝　下人からの視点（見上げる） 
見られるもの　＝　下人の心情とリンクしている 

　　（この場合、圧迫感・憂鬱感）

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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語り手の存在
　作者はさっき、「下人が雨やみを待っていた」と書いた。しか
し、下人は雨がやんでも、格別どうしようと云う当てはない。ふ
だんなら、勿論、主人の家へ帰る可き筈である。所がその主人か
らは、四五日前に暇を出された。前にも書いたように、当時京都
の町は一通りならず衰微(すいび)していた。今この下人が、永年、
使われていた主人から、暇を出されたのも、実はこの衰微の小さ
な余波にほかならない。だから「下人が雨やみを待っていた」と
云うよりも「雨にふりこめられた下人が、行き所がなくて、途方
にくれていた」と云う方が、適当である。その上、今日の空模様
も少からず、この平安朝の下人の Sentimentalisme に影響し
た。 

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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語り手の存在　Ⅰ
①、語り手とは、作者ではない 

　　たとえ、「わたし」とか「作者」と書いてあっても異なる！　 

　作者は、その時々で色々な価値観で物語を書く 

②、語り手は 

　　１、物語に全く出てこない場合 

　　２、物語の中の誰か 

　　というケースがある。

語り手が潜在化 

語り手が顕在化｛
Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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２／４　

○○月○○日（○○曜）○○コマ目　○○○



語り手の存在　Ⅱ
①、語り手のスタンス 

　どんな立場から見ているか 

　　　（例）『羅生門』では、近代人の立場から 

　　　　　　登場人物を心理描写 

②、何を中心にみるか（焦点化） 

　人物の心理を描く（内的焦点化）→下人 

　人物の台詞や行動だけ描く（外的焦点化）→老婆 

　　下人＝視点人物
Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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つまり　羅生門の場合

「作者」という語り手 

　旧記

断絶がある
視点人物

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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人物は設定に合わせて動く
　下人は、大きな嚔をして、それから、大儀そうに立上った。夕冷
えのする京都は、もう火桶が欲しいほどの寒さである。風は門の柱
と柱との間を、夕闇と共に遠慮なく、吹きぬける。丹塗の柱にと
まっていた蟋蟀も、もうどこかへ行ってしまった。 
　下人は、頸をちぢめながら、山吹の汗袗に重ねた、紺の襖の肩を
高くして門のまわりを見まわした。雨風の患のない、人目にかかる
惧のない、一晩楽にねられそうな所があれば、そこでともかくも、
夜を明かそうと思ったからである。 

時間経過 
(いつの間にか夜）雨風、晩秋、夜、寒さ 

下人が羅生門に登るという行為 
 

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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伏線とはさりげなく配置
下人は七段ある石段の一番上の段に、洗いざらした紺の襖の尻を据えて、
右の頬に出来た、大きな面皰を気にしながら、ぼんやり、雨のふるのを眺
めていた。 

伏線技法　何気なく配置されたモノ（出来事）が、物語が進むにつれて重
要な意味を帯びてくることが分かるようになっている技法 

それから、何分かの後である。羅生門の楼の上へ出る、幅の広い梯子の中
段に、一人の男が、猫のように身をちぢめて、息を殺しながら、上の容子
を窺っていた。楼の上からさす火の光が、かすかに、その男の右の頬をぬ
らしている。短い鬚の中に、赤く膿を持った面皰のある頬である。下人
は、始めから、この上にいる者は、死人ばかりだと高を括っていた。

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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読者と情報を共有
この雨の夜に、この羅生
門の上で、火をともして
いるからは、どうせただ
の者ではない。 

階段の上にいる者への恐怖

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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３／４　

○○月○○日（○○曜）○○コマ目　○○○



語りの演出①　表現技法

　下人は、それらの死骸の腐爛した臭気に思わず、鼻を掩った。しかし、その
手は、次の瞬間には、もう鼻を掩う事を忘れていた。ある強い感情が、ほとん
どことごとくこの男の嗅覚を奪ってしまったからだ。  
　下人の眼は、その時、はじめてその死骸の中に蹲っている人間を見た。檜皮
色の着物を着た、背の低い、痩せた、白髪頭の、猿のような老婆である。その
老婆は、右の手に火をともした松の木片を持って、その死骸の一つの顔を覗き
こむように眺めていた。髪の毛の長い所を見ると、多分女の死骸であろう。  
　下人は、六分の恐怖と四分の好奇心とに動かされて、暫時は呼吸をするのさ
え忘れていた。旧記の記者の語を借りれば、「頭身の毛も太る」ように感じた
のである。すると老婆は、松の木片を、床板の間に挿して、それから、今まで
眺めていた死骸の首に両手をかけると、丁度、猿の親が猿の子の虱をとるよう
に、その長い髪の毛を一本ずつ抜きはじめた。髪は手に従って抜けるらしい。 

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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語りの演出②　表現技法

　すると老婆は、松の木片を、床板の間に挿して、それから、今まで眺めてい
た死骸の首に両手をかけると、丁度、猿の親が猿の子の虱をとるように、その
長い髪の毛を一本ずつ抜きはじめた。髪は手に従って抜けるらしい。 

その髪の毛が、一本ずつ抜けるのに従って、下人の心からは、恐怖が少しずつ
消えて行った。そうして、それと同時に、この老婆に対するはげしい憎悪が、
少しずつ動いて来た。――いや、この老婆に対すると云っては、語弊があるか
も知れない。むしろ、あらゆる悪に対する反感が、一分毎に強さを増して来た
のである。この時、誰かがこの下人に、さっき門の下でこの男が考えていた、
饑死をするか盗人になるかと云う問題を、改めて持出したら、恐らく下人は、
何の未練もなく、饑死を選んだ事であろう。それほど、この男の悪を憎む心は、
老婆の床に挿した松の木片のように、勢いよく燃え上り出していたのである。  
　

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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設定が活きてくる
下人には、勿論、何故老婆が死人の髪の毛を抜くかわからなかっ
た。従って、合理的には、それを善悪のいずれに片づけてよいか
知らなかった。しかし下人にとっては、この雨の夜に、この羅生
門の上で、死人の髪の毛を抜くと云う事が、それだけで既に許す
べからざる悪であった。勿論、下人は、さっきまで自分が、盗人
になる気でいた事なぞは、とうに忘れていたのである。 

設定上（平安という仏教倫理の世界）では、この感情は当然！ 
同時に、主人公の善悪が簡単に反転される点も注意

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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語り手の比喩
（テマティズム）
　すると、老婆は、見開いていた眼を、一層大きくして、じっとその下人の顔を見守った。の
赤くなった、肉食鳥のような、鋭い眼で見たのである。それから、皺で、ほとんど、鼻と一つ
になった唇を、何か物でも噛んでいるように動かした。細い喉で、尖った喉仏の動いているの
が見える。その時、その喉から、鴉の啼くような声が、喘ぎ喘ぎ、下人の耳へ伝わって来た。 

「この髪を抜いてな、この髪を抜いてな、鬘にしようと思うたのじゃ。」 
　下人は、老婆の答が存外、平凡なのに失望した。そうして失望すると同時に、また前の憎悪
が、冷やかな侮蔑と一しょに、心の中へはいって来た。すると、その気色が、先方へも通じた
のであろう。老婆は、片手に、まだ死骸の頭から奪った長い抜け毛を持ったなり、蟇のつぶや
くような声で、口ごもりながら、こんな事を云った。  

恐怖、不思議 
異様、謎

理解、平凡 
下位の弱者

猿 鳥 鴉 蟇

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/

19

老婆の理屈
「成程な、死人の髪の毛を抜くと云う事は、何ぼう悪い事かも知れぬ。じゃが、ここにい
る死人どもは、皆、そのくらいな事を、されてもいい人間ばかりだぞよ。現在、わしが今、
髪を抜いた女などはな、蛇を四寸ばかりずつに切って干したのを、干魚だと云うて、太刀
帯の陣へ売りに往んだわ。疫病にかかって死ななんだら、今でも売りに往んでいた事であ
ろ。それもよ、この女の売る干魚は、味がよいと云うて、太刀帯どもが、欠かさず菜料に
買っていたそうな。わしは、この女のした事が悪いとは思うていぬ。せねば、饑死をする
のじゃて、仕方がなくした事であろ。されば、今また、わしのしていた事も悪い事とは思
わぬぞよ。これとてもやはりせねば、饑死をするじゃて、仕方がなくする事じゃわいの。
じゃて、その仕方がない事を、よく知っていたこの女は、大方わしのする事も大目に見て
くれるであろ。」 
　老婆は、大体こんな意味の事を云った。 

生きる為に仕方なく悪いことをした人　には 
　仕方なくなら悪いことをしてもよい

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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４／４　

○○月○○日（○○曜）○○コマ目　○○○



下人の決断（伏線の解消）
　下人は、太刀を鞘におさめて、その太刀の柄を左の手でおさえながら、冷然として、この話を
聞いていた。勿論、右の手では、赤く頬に膿を持った大きな面皰を気にしながら、聞いているの
である。しかし、これを聞いている中に、下人の心には、ある勇気が生まれて来た。それは、さっ
き門の下で、この男には欠けていた勇気である。そうして、またさっきこの門の上へ上って、こ
の老婆を捕えた時の勇気とは、全然、反対な方向に動こうとする勇気である。下人は、饑死をす
るか盗人になるかに、迷わなかったばかりではない。その時のこの男の心もちから云えば、饑死
などと云う事は、ほとんど、考える事さえ出来ないほど、意識の外に追い出されていた。 
「きっと、そうか。」 
　老婆の話が完ると、下人は嘲るような声で念を押した。そうして、一足前へ出ると、不意に右
の手を面皰から離して、老婆の襟上をつかみながら、噛みつくようにこう云った。 
 

にきびを気にすること　＝　 
今まで縛られていた法や宗教的論理をきにすること

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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語り手は物語を放置
　しばらく、死んだように倒れていた老婆が、死骸
の中から、その裸の体を起したのは、それから間も
なくの事である。老婆はつぶやくような、うめくよ
うな声を立てながら、まだ燃えている火の光をたよ
りに、梯子の口まで、這って行った。そうして、そ
こから、短い白髪を倒にして、門の下を覗きこんだ。
外には、ただ、黒洞々たる夜があるばかりである。 

　結末が明示されない＝ＯＰＥＮ　ＥＮＤ 
Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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まとめ
「語り手」の役割 

①　「作者」との切断 

②　語り手の位置（時間・空間） 

③　語り手の立場（思想・立場） 

④　視点意識の導入 

⑤　語り手の操作 

　　　　伏線　アイテム　の利用 

⑥　テマティズム（描写方法）

断絶がある

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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　　　　　　　もう一つ
　 

　　　『走れメロス』もナラトロジーで 

　　　　　せめてみよう！

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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物語は時間の順序を
操作する
ストーリー 
メロスがシラクスへ行く 

王の暴政を知る 

メロスは激怒した 

プロット 
メロスは激怒した 

メロスがシラクスへ行く 

王の暴政を知る

語りの順序

時間の順序通り

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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１／４　

○○月○○日（○○曜）○○コマ目　○○○

○○月○○日（○○曜）○○コマ目　○○○



物語は時間の長さを操作する
目が覚めて結婚式をして寝るまで 

　　（１行） 

起きてから力尽きて寝るまで 

　　（２行） 

起きてから到着するまで 

　　（１・5行） 

到着からラストまで 

　　（０・８行）
夜～深夜明け方から昼

午後
３時
位か

１
時
間

2段 １段1.5段0.8段

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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物語は時間の回数を操作する

メロスは激怒した 

　（物語上の事実は一回） 

メロスは激怒した 

　（物語上の回数は二回） 

メロスは激怒した
Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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ある「笑っていいとも」の問題

（問題） 

「走れメロス」で、メロスが帰ってくるのを阻止するために王がしたこと
は何か？ 

（答え） 

山賊をはなった

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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よく考えてみよう
「疑うのが、正当の心構えなのだと、わしに教えてくれたのは、
おまえたちだ。人の心は、あてにならない。人間は、もともと私
慾のかたまりさ。信じては、ならぬ。」暴君は落着いて呟き、ほっ
と溜息をついた。「わしだって、平和を望んでいるのだが。」 
「なんの為の平和だ。自分の地位を守る為か。」こんどはメロス
が嘲笑した。「罪の無い人を殺して、何が平和だ。」 
「だまれ、下賤の者。」王は、さっと顔を挙げて報いた。「口で
は、どんな清らかな事でも言える。わしには、人の腹綿の奥底が
見え透いてならぬ。おまえだって、いまに、磔になってから、泣
いて詫びたって聞かぬぞ。」  

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/

29

よく考えてみよう
それを聞いて王は、残虐な気持で、そっと北叟笑んだ。生意気なことを言うわい。
どうせ帰って来ないにきまっている。この嘘つきに騙された振りして、放してやる
のも面白い。そうして身代りの男を、三日目に殺してやるのも気味がいい。人は、
これだから信じられぬと、わしは悲しい顔して、その身代りの男を磔刑に処してや
るのだ。世の中の、正直者とかいう奴輩にうんと見せつけてやりたいものさ。 
「願いを、聞いた。その身代りを呼ぶがよい。三日目には日没までに帰って来い。
おくれたら、その身代りを、きっと殺すぞ。ちょっとおくれて来るがいい。おまえ
の罪は、永遠にゆるしてやろうぞ。」 
「なに、何をおっしゃる。」 
「はは。いのちが大事だったら、おくれて来い。おまえの心は、わかっているぞ。」
 
　メロスは口惜しく、地団駄踏んだ。ものも言いたくなくなった。 

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/

30

２／４　

○○月○○日（○○曜）○○コマ目　○○○



都会

場所の構造は明確

田舎

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/

31

人の対立構造も明確
メロス 

　　邪悪には人一倍敏感 

　　人は信じるべき存在 

　　政治がわからぬ 

　　無計画　のんき 

王 

　　邪悪には敏感 

　　人は信じられない 

　　政治を知っている 

　　計画的　慎重

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/

32

ヒーローは家族は要らない
花嫁は、夢見心地で首肯いた。メロスは、それから花
婿の肩をたたいて、 
「仕度の無いのはお互さまさ。私の家にも、宝といっ
ては、妹と羊だけだ。他には、何も無い。全部あげよ
う。もう一つ、メロスの弟になったことを誇ってく
れ。」 
　花婿は揉み手して、てれていた。メロスは笑って村
人たちにも会釈(えしゃく)して、宴席から立ち去り、
羊小屋にもぐり込んで、死んだように深く眠った。

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/

33

メロスのもう一つの物語
メロス＝普通の牧人 

メロス　　　妹　＝　花嫁 

　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　花婿 

　　　　　　　　メロス＝ヒーロー 

　　　　　　　　メロス＝死をかけた勝負 

　　　　　　　　メロス＝再生と勝利 

メロス＝赤くなる 

女の人＝他人に見せたくない＝所有宣言
Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/

34

少女の機能
群衆の中からも、歔欷の声が聞えた。暴君ディオニスは、群衆の背後から二人の様
を、まじまじと見つめていたが、やがて静かに二人に近づき、顔をあからめて、こ
う言った。 
「おまえらの望みは叶ったぞ。おまえらは、わしの心に勝ったのだ。信実とは、決
して空虚な妄想ではなかった。どうか、わしをも仲間に入れてくれまいか。どうか、
わしの願いを聞き入れて、おまえらの仲間の一人にしてほしい。」 
　どっと群衆の間に、歓声が起った。 
「万歳、王様万歳。」  
　ひとりの少女が、緋のマントをメロスに捧げた。メロスは、まごついた。佳き友
は、気をきかせて教えてやった。 
「メロス、君は、まっぱだかじゃないか。早くそのマントを着るがいい。この可愛
い娘さんは、メロスの裸体を、皆に見られるのが、たまらなく口惜しいのだ。」 
　勇者は、ひどく赤面した。

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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キャラは機能で
メロスは、いまは、ほとんど全裸体であった。呼吸も出来ず、二度、三度、口から血
が噴き出た。見える。はるか向うに小さく、シラクスの市の塔楼が見える。塔楼は、
夕陽を受けてきらきら光っている。  
「ああ、メロス様。」うめくような声が、風と共に聞えた。 
「誰だ。」メロスは走りながら尋ねた。  
「フィロストラトスでございます。貴方のお友達セリヌンティウス様の弟子でござい
ます。」その若い石工も、メロスの後について走りながら叫んだ。「もう、駄目でご
ざいます。むだでございます。走るのは、やめて下さい。もう、あの方をお助けにな
ることは出来ません。」 
「いや、まだ陽は沈まぬ。」 
「ちょうど今、あの方が死刑になるところです。ああ、あなたは遅かった。おうらみ
申します。ほんの少し、もうちょっとでも、早かったなら！」 
「いや、まだ陽は沈まぬ。」メロスは胸の張り裂ける思いで、赤く大きい夕陽ばかり
を見つめていた。走るより他は無い。

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/

36

仕掛け（アイテム）
アイテム 

太陽＝日没の時間を示す 

　　　　　赤い色を演出 

日没という期限 

　　期限が正確に決められない 

　　走るラストシーンの演出
Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/

37

語り手と物語の距離
物語を語る人 

　　作者 

　　語り手 

作者に近い場合（私小説） 

作者と遠い場合（客観小説） 

作中人物との距離（シンクロとアイロニー） 

私を、待っている人があるのだ。少しも疑わず、静かに期待してくれている人があ
るのだ。私は、信じられている。私の命なぞは、問題ではない。死んでお詫び、な
どと気のいい事は言って居られぬ。私は、信頼に報いなければならぬ。いまはただ
その一事だ。走れ！　メロス。

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/

38

語り手と物語の距離
　　（アイロニー） 

メロスは、単純な男であった。買い物を、背負ったままで、の
そのそ王城にはいって行った。たちまち彼は、巡邏の警吏に捕
縛された。 

　　（内的焦点化） 

そうして、私は殺される。若い時から名誉を守れ。さらば、ふ
るさと。若いメロスは、つらかった。幾度か、立ちどまりそう
になった。えい、えいと大声挙げて自身を叱りながら走った。

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/

39

物語と時代
メロスの設定 

　　ギリシャっぽい 

当時の日本 

　　ギリシャ神話の普及 

　　オリンピックの実現？ 

　　オリンピックの起源 

作品と時代の密着 

　　①風俗史　　②文学史・文壇史　　③政治史 

　　④文化史　　⑤経済史 

　　
Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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語り手は「時間操作」もします（復習）

出来事の順番（ストーリー） 

Ａ（動機）→Ｂ（事件） → Ｃ（かけひき） → Ｄ（解決・推理）　 

物語られる順番（プロット） 

Ｂ（事件） → Ｃ（かけひき） → Ｄ（解決・推理） →Ａ（動機） 

語られる長さ（小説の場合文字数で換算） 

　　Ａが長い＝動機が重要な話（清張など） 

　　Ｄが長い＝推理を楽しむ（一般の推理小説） 

　　Ｃが長い＝犯罪のばれる過程が重要（古畑など） 

語られる回数 

　　同じエピソードが繰り返される＝伏線　

41
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